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要約
　高齢者社会を迎えて医療の形態も変化しており、一患者の治療を一病院のみで行う「病院完結医療」ではなく、病院・薬局・介護施設等が連携を図る「地域完結型医療」の必要性が高まっている。地域完結型医療で問題となってくるのは、医療の地域間偏在である。この連携事業では、在宅医療、高齢者医療、中山間地域医療への四薬学部の関与として、徳島文理大学香川薬学部が開発した副作用診断教育プログラム、香川医薬連携情報共有システム（K-CHOPS）を活用して地域薬局・病院・診療所の薬剤師の生涯教育の助成を行っている。また、教員・教務補佐員等を連携薬局であるNPO法人「山の薬剤師たち」こやだいら薬局、NPO法人「へき地とあゆむ薬剤師」　多和薬局に派遣し、薬剤業務だけでなく、住民との交流も含め中山間地域医療に積極的に関与している。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１．目的
　高齢者社会を迎えて医療の形態も変化しており、一患者の治療を一病院のみで行う「病院完結医療」ではなく、病院・薬局・介護施設等が連携を図る「地域完結型医療」の必要性が高まっている。地域完結型医療で問題となってくるのは、医療の地域間偏在であり、その多くは医療従事者の確保である。本事業では、在宅医療、高齢者医療については、ツール、研修会等を通じて積極的に関与し「地域完結型医療」の充実を図る。また、中山間地域医療においては、合わせて人的な関与を図る。

２．活動内容
　在宅医療、高齢者医療、中山間地域医療への四薬学部の関与として、徳島文理大学香川薬学部が開発した副作用診断教育プログラム、香川医薬連携情報共有システム（K-CHOPS）を活用して地域薬局・病院・診療所の薬剤師の生涯教育の助成を行っている。また、教員・教務補佐員等を連携薬局であるNPO法人「山の薬剤師たち」こやだいら薬局、NPO法人「へき地とあゆむ薬剤師」　多和薬局に派遣し、薬剤業務だけでなく、住民との交流も含め中山間地域医療に積極的に関与している。


３．成果
　NPO法人「山の薬剤師たち」こやだいら薬局では、連携事業の協力のもと、地域内の15ヶ所を巡回しながら、健康教室を開催し医薬品の適正使用や健康意識の高揚に寄与している。地域住民からは、薬について色々なことがわかった、服薬の重要性が理解できた等、種々の好意的な意見が寄せられている。NPO法人「へき地とあゆむ薬剤師」多和薬局と多和診療所では、K-CHOPSを利用することにより、処方や病名・服薬指導内容を電子的に交換できる環境が構築された。

４．今後の予定
　補助金事業終了後も事業を継続していく予定である。
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